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１．住宅改修の流れ
	＜事前審査＞
1 ケアマネジャー等は，役場担当者に利用者宅で行うサービス担当者会議等の連絡をし，「利用者基本情報」を役場に提出する。
2 役場担当者は，担当者会議等に出席し，保険給付による住宅改修の必要性を確認する。
3 ケアマネジャー等は，事前書類一式を役場に提出する。
4 役場担当者は，提出された書類等により保険給付として適当な改修か否かを審査する。
5 審査の結果，保険給付として適当と判断した場合は，「住宅改修の必要な理由書Ｐ１」の保険者確認欄に署名・捺印し，提出書類一式をケアマネジャー等に返却する。
6 ケアマネジャー等は，利用者・家族の同意を得た上で業者に住宅改修を発注する。
7 ケアマネジャー等は，改修後に書類一式を役場に提出する。

＜事後検査等＞
1 役場担当者は，利用者宅を訪問し，住宅改修の検査を行う。
2 役場担当者は「領収書の原本」を検査日に利用者・家族に返却する。
3 役場担当者は，償還払い分の住宅改修費を検査日から約1ヶ月後に利用者指定の銀行口座に振り込む。



２．福祉用具購入の流れ
	＜事前審査＞
1 ケアマネジャー等は，役場担当者に「利用者基本情報」を提出し，福祉用具購入の必要性について役場担当者と協議する。
2 役場担当者は，担当者会議等に出席し，保険給付による福祉用具購入の必要性を確認する。
3 ケアマネジャー等は，事前書類一式を役場に提出する。
4 役場担当者は，保険給付として適当な購入か否かの審査を行い，保険給付として適当と判断した場合は，申請書の保険者確認欄に署名・捺印をし，提出書類一式をケアマネジャー等に返却する。
5 ケアマネジャー等は，利用者・家族の同意を得た上で業者に福祉用具を発注する。
6 ケアマネジャー等は，福祉用具の購入後に本人使用を確認した上で，書類一式を役場に提出する。
なお，「領収書の原本」は，窓口で確認の上，ケアマネジャー等を通じて利用者・家族に返却する。
7 役場担当者は，償還払い分の福祉用具購入費を書類提出から約1ヶ月後に利用者指定の銀行口座に振り込む。

＜事後検査＞　廃止
・従来の保険者による事後検査は廃止し，「設置状況のわかる写真」で確認する。
　なお，住宅改修がある場合は，住宅改修の事後検査時に併せて検査する。



